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六
十
六
年
前
、
旧
制
第
二
高
等
学
校
の
倫
理
学
の
教
授
は
、

合
理
的
な
生
活
だ
け
し
て
い
る
と
息
が
つ
ま
る
の
で
、
時
に

は
非
合
理
的
な
生
活
を
し
て
み
よ
う
と
話
し
て
い
た
と
い

う
。
合
理
的
な
人
間
は
、
自
分
を
世
界
に
適
応
さ
せ
る
。
そ
れ

に
反
し
て
、非
合
理
的
な
人
間
は
、自
分
に
世
界
を
適
応
さ
せ

よ
う
と
ね
ば
る
。あ
ら
ゆ
る
進
歩
は
、こ
の
非
合
理
的
な
人
間

に
頼
っ
て
い
る
の
だ
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
文
学

賞
受
賞
者
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
︵
一
八
五
七
～
一

九
五
〇
︶
が
語
っ
て
い
る
。﹁
非
合
理
的
な
人
間
﹂
に
は
﹁
美

し
い
も
の
の
存
在
﹂
に
対
す
る
夢
や
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
す
る
。

経
済
は
、
合
理
主
義
な
し
に
は
発
展
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

物
の
見
方
を
変
え
て
、
時
に
は
非
合
理
主
義
的
発
想
が
必
要

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
人
間
は
一
つ
の
生
物
と
し
て
科
学
的
研

究
の
対
象
に
さ
れ
な
か
っ
た
。ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
、人
間
の
こ

と
を
﹁
ア
ン
ト
ロ
ポ
ス
﹂
と
い
う
。﹁
人
間
の
研
究
が
遅
れ
た

の
は
、
人
間
は
外
界
の
征
服
に
忙
し
く
て
暇
が
な
か
っ
た
し
、

ま
た
人
間
の
内
側
の
研
究
は
複
雑
で
む
ず
か
し
い
か
ら
だ
﹂

と
い
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
︵
プ
ラ
ト
ン
の
弟
子
︶
が
﹁
動
物

分
類
大
系
﹂の
中
で
人
間
を
有
血
動
物
、胎
生
類
の
動
物
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
。
キ
ス
ト
教
が
信
奉
さ
れ
る
中
世
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、人
間
の
祖
先
は
、何
が
な
ん
で
も
ア

ダ
ム
と
イ
ブ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
能
動
的
な
精
神
に

よ
っ
て
生
み
出
し
た
の
は
、
単
に
新
大
陸
や
新
航
路
の
発
見

ば
か
り
で
な
い
。
こ
れ
と
同
時
に
、
一
方
で
は
実
験
、
観
察
に

よ
っ
て
自
然
の
真
相
を
極
め
よ
う
と
す
る
近
代
科
学
を
生
ぜ

し
め
、
他
方
で
は
独
断
的
な
教
義
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
り
の

ま
ゝ
の
﹁
人
間
の
内
側
﹂
に
対
す
る
無
限
の
追
求
で
あ
っ
た
。

非
合
理
主
義
に
つ
い
て

医
療
法
人
財
団
あ
お
ば
会
理
事
長

医
学
博
士

大
内
　
博



平成 25年 7月 1日 287号せ ん だ い 美 名 実

‑2‑

去
る
六
月
六
日

︵
木
︶
午
後
三
時
よ

り
、岩
沼
市﹃
竹
駒
神

社
参
集
殿
﹄
に
於
い

て
、
仙
台
南
税
務
署

長
ほ
か
来
賓
多
数
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
総

勢
百
十
余
名
の
出
席

の
も
と
第
一
回
定
時

社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
来
賓
十
九
名
の
紹
介
、
続
き

西
下
会
長
の
挨
拶
と
と
も
に
開
会
と
な
り
ま

し
た
。

定
時
社
員
総
会
で
は
報
告
事
項
と
二
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
一

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
の
件

報
告
二

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
の
件

報
告
三

平
成
二
十
五
年
度
予
算
報
告
の
件

報
告
四

社
団
法
人
仙
台
南
法
人
会
解
散
及
び
公

益
社
団
法
人
仙
台
南
法
人
会
設
立
登
記

報
告
の
件

第
一
号
議
案

平
成
二
十
四
年
度
収

支
決
算
承
認
の
件

第
二
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
理

事
・
監
事
改
選
の
件

右
、
上
程
さ
れ
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
、
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
永
年
に
わ

た
り
当
法
人
会
に
貢

献
さ
れ
た
九
名
に
、
一

般
社
団
法
人
宮
城
県

法
人
会
連
合
会
菅
原

会
長︵
代
理
・
皆
川
副

会
長
︶
よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

ま
た
、
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
五
名
の

仙
台
南
法
人
会
各
支
部
・
部
会
に
お
い
て

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
支
部
・
部
会
と
も

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
が
な
さ
れ
、
平

成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶
の
件
、
役
員

選
出
、
公
益
社
団
仙
台
南
法
人
会
理
事
並
び

に
委
員
推
薦
の
件
が
上
程
さ
れ
議
案
は
慎
重

に
審
議
さ
れ
全
議
案
と
も
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

仙
台
太
白
支
部

日
時
　
四
月
二
十
三
日
︵
火
︶
午
後
四
時

場
所
　
太
白
区
：
太
白
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

支
部
長

︵
株
︶
シ
ン
プ
ル
エ
ア
サ

ー
ビ
ス

佐
藤
和
也

副
支
部
長

︵
株
︶
阿
部
塗
装
工
業

阿
部
　
茂

平
成
二
十
五
年
度
第
一
回
定
時
社
員
総
会
開
催
さ
れ
る

受
託
会
社
推
進
員
の
皆
さ
ま
に
は︵
公
社
︶仙

台
南
法
人
会
西
下
会
長
よ
り
、
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、仙
台
南

税
務
署
長
よ
り
永
年
に
わ
た
り
法
人
会
に
貢

献
さ
れ
た
西
下
会
長
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞
を
佐
藤
雄
幸
仙
台

南
税
務
署
長
・
成
瀬
廣
東
北
税
理
士
会
仙
台

南
支
部
長
・
皆
川
清
一
般
社
団
法
人
宮
城
県

法
人
会
連
合
会
副
会
長
三
氏
よ
り
祝
辞
を
賜

り
、
定
時
社
員
総
会
を
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新　役　員　名　簿　（平成２5年６月6日就任）
会　　長（代表理事） 梶原　　功 梶原電気（株） （仙台太白）
副 会 長（代表理事） 相澤十四男 （株）相澤設備 （名　　取）
副 会 長（業務執行理事）佐藤　和也 （株）シンプルエアサービス（仙台太白）
副 会 長（業務執行理事）大友　浩幸 （有）大友葬儀社 （岩　　沼）
副 会 長（業務執行理事）太田　　修 （株）太田工務店 （亘　　理）
理　　事 阿部　　茂 （株）阿部塗装工業 （仙台太白）
理　　事 齋藤　貞夫 東永電算システム（株）（仙台太白）
理　　事 佐々木正悦 （有）佐々亀 （仙台太白）
理　　事 戸村　義幸 トムラシステム（有） （仙台太白）
理　　事 佐々木圭亮 （株）ささ圭 （仙台太白）
理　　事 今野　幸治 （株）今幸建設 （名　　取）
理　　事 庄司　　弘 （有）庄司コーポレーション（岩　　沼）
理　　事 菊地　善孝 菊地石材工業（株） （亘　　理）
理　　事 那須　義史 （有）なすのビル （岩　　沼）
理　　事 大泉美佐子 （株）大湧工業 （名　　取）
監　　事 木戸　哲哉 （税法）ＡＳＴ （仙台太白）
監　　事 平野　喜章 アイ会計（同） （仙台太白）
監　　事 八木みつ子 （有）八木会計センター （仙台太白）

平
成
二
十
五
年
度

支
部
・
部
会
総
会
報
告

東
永
電
算
シ
ス
テ
ム
︵
株
︶

齋
藤
貞
夫

名
取
支
部

日
時
　
四
月
十
二
日
︵
金
︶
午
後
四
時

場
所
　
名
取
市
：
守
屋
寿
司支

部
長

︵
株
︶
相
澤
設
備

相
澤
十
四
男

副
支
部
長

︵
株
︶
今
幸
建
設

今
野
　
幸
治

︵
株
︶
さ
さ
圭

佐
々
木
圭
亮

︵
株
︶
本
郷
土
建

本
郷
　
忠
一

岩
沼
支
部

日
時
　
四
月
二
十
六
日
︵
金
︶
午
後
六
時

場
所
　
岩
沼
市
：
竹
駒
神
社
参
集
殿

支
部
長

︵
有
︶
大
友
葬
儀
社

大
友
浩
幸

副
支
部
長

︵
有
︶
庄
司
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョン

庄
司
　
弘

伊
藤
建
設
︵
株
︶

伊
藤
政
一

亘
理
支
部

日
時
　
四
月
二
十
五
日
︵
木
︶
午
後
六
時

場
所
　
亘
理
町
：
二
の
丸

支
部
長

︵
株
︶
太
田
工
務
店

太
田
　
修

副
支
部
長

︵
株
︶馬
上
か
ま
ぼ
こ
店

馬
上
昌
明
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七
夕
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
星

に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
七
夕
と
い
え

ば
織
姫
と
彦
星
。
織
姫
星
は
西
洋
の
名
前
で

言
う
と
琴
座
の
ベ
ガ
、
彦
星
は
鷲
座
の
ア
ル

タ
イ
ル
。
こ
の
二
つ
と
デ
ネ
ブ
を
合
わ
せ
た

三
つ
の
星
は
、
星
々
の
中
で
も
特
に
明
る
い

﹁
一
等
星
﹂
で
、
つ
な
い
だ
形
が
三
角
形
の
よ

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
夏
の
大
三
角

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
夜
空
の
星
を

見
上
げ
る
と
、
大
き
さ
や
輝
き
に
違

い
が
あ
っ
て
も
、
み
な
同
じ
に
見
え

ま
す
が
、
星
は
大
き
く
惑
星
、
衛
星
、

恒
星
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
惑

星
と
は
地
球
の
よ
う
な
星
、
衛
星
と

は
月
の
よ
う
な
星
、
恒
星
は
太
陽
の

よ
う
な
星
の
こ
と
で
す
。
こ
の
中
で
、

惑
星
と
衛
星
は
、
太
陽
の
光
を
反
射

し
て
輝
い
て
い
ま
す
。星
の
中
で
、こ

の
惑
星
と
衛
星
は
、
ほ
ん
の
少
し
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
は
太
陽

の
よ
う
に
自
分
で
光
を
出
す
恒
星
で

す
。
恒
星
は
水
素
ガ
ス
で
出
来
て
い

て
、
こ
れ
が
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
で
使
わ
れ
る

ガ
ス
が
燃
え
て
熱
く
な
る
の
と
は
違

い
、
水
素
は
恒
星
の
中
心
部
分
で
核

融
合
を
起
こ
し
、
そ
の
時
に
熱
と
光

が
出
て
光
っ
て
見
え
る
の
で
す
。

星
座
の
起
源
は
古
く
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇

年
の
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
羊
飼
い
が
、
羊
の
番
を
し

な
が
ら
夜
空
を
見
上
げ
、
明
る
い
星
に
名
前

を
付
け
た
り
、
星
の
並
び
を
線
で
つ
な
い
で

夜
空
に
絵
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
絵
は
後
に
ギ
リ
シ
ャ
に
伝
わ
り
、
神
話
や

伝
説
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
現
在
の
星
座
の
原

型
と
星
座
神
話
が
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

す
。そ
し
て
、紀
元
二
世
紀
頃
に
ア
レ
キ
サ
ン

ド
リ
ア
で
活
躍
し
た
天
文
地
理
学
者
プ
ト
レ

マ
イ
オ
ス
に
よ
っ
て
四
十
八
個
の
星
座
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
星
座
の

基
に
な
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
夜
空
に

星
座
の
絵
が
書
い
て
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、ど
う
星
を
つ
な
い

で
も
ど
ん
な
絵
を
割
り
当
て
て
も
全

く
自
由
で
す
。そ
の
後
も
新
し
い
星
座

が
出
来
て
は
消
え
、消
え
て
は
出
来
と

い
っ
た
具
体
に
登
場
し
ま
し
た
。お
び

た
だ
し
い
数
の
星
座
が
新
設
さ
れ
、後

世
に
残
っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。さ
ら
に
十
六
世
紀
の
大
航
海

時
代
に
入
る
と
そ
れ
ま
で
見
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
南
天
の
星
空
に
星

座
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
国
際
天
文
連
合

で
正
式
に
認
め
ら
れ
た
星
座
は
全
天

で
八
十
八
個
。そ
れ
ま
で
好
き
勝
手
に

作
ら
れ
て
い
た
星
座
を
一
九
二
八
年

に
統
合
廃
止
し
て
以
来
、変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
だ
こ
の
と
き
に
正
式
に
決

め
ら
れ
た
の
は
、各
星
座
の
星
座
名
と

そ
の
境
界
線
だ
け
で
、
星
座
の
つ
な
ぎ
方
や

星
座
絵
に
つ
い
て
は
正
式
な
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。

今
晩
あ
た
り
、
ビ
ー
ル
片
手
に
ゆ
っ
く
り

夏
の
夜
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
…
…

●
広
報
委
員
会
が
パ
ソ
コ
ン
に
﹁
星
﹂
を
検

索
、
そ
の
中
か
ら
文
章
を
ま
と
め
ま
し
た
。

星
新しい

風

平
成
二
十
五
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

中
小
法
人︵
※
︶の
交
際
費
等
の
損
金
不
算
入

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
年
六
百
万
円
だ

っ
た
定
額
控
除
限
度
額
が
、
年
八
百
万
円
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
損
金
に
算
入
し
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
、
定
額
控
除
限
度
額
に
達

す
る
ま
で
の
金
額
の
十
％
相
当
額
に
つ
い
て

は
０
と
さ
れ
、
交
際
費
等
の
金
額
が
年
八
百

万
円
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
損
金
不
算
入

額
が
発
生
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
以

後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
、
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業

年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
中
小
法
人
と
は
、
事
業
年
度
終
了
の
日

に
お
け
る
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が

一
億
円
以
下
の
法
人
を
い
い
、
普
通
法
人
の

う
ち
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
資
本
金

の
額
が
五
億
円
以

上
の
法
人
な
ど
の

一
定
の
法
人
に
よ

る
完
全
支
配
関
係

が
あ
る
子
法
人
等

を
除
き
ま
す
。

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

青
年
部
会

日
時
　
四
月
二
十
二
日
︵
月
︶
午
後
六
時

場
所
　
太
白
区
：
　
テ
ル
ふ
じ
や

部
会
長

︵
有
︶
な
す
の
ビ
ル

那
須
義
史

副
部
会
長

︵
株
︶
大
武
　
小
関
克
郎

︵
協
業
︶
名
取
環
境
事
業

公
社

齋
藤
剛
生

︵
株
︶
お
さ
だ
ガ
ラ
ス
ト
ー
ヨ
ー
住
器

長
田
幸
治

︵
株
︶
丸
竹
青
田
商
店
　
　
　
　
青
田
秀
明

幹
事
長

︵
有
︶
作
勘
ふ
と
ん
店
　
　
　
　
作
間
康
裕

女
性
部
会

日
時
　
四
月
二
十
二
日
︵
月
︶
午
前
十
一
時

場
所
　
太
白
区
：
い
と
う
会
館

部
会
長

︵
株
︶
大
湧
工
業

大
泉
美
佐
子

副
部
会
長

︵
株
︶
さ
さ
圭佐

々
木
靖
子

︵
株
︶
鈴
孝
建
機

菅
原
萬
亀
子

︵
株
︶
タ
ガ
・
ア
ー
ト

佐
藤
き
み
子

幹
事
長

︵
株
︶
ワ
タ
ケ
ン
　
渡
辺
ト
ク
ヨ

菊
地
石
材
工
業
︵
株
︶
　
　
　

菊
地
善
孝
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法
人
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。当
社
は
名
取

市
で
総
合
電
気
設
備
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

電
気
に
か
か
わ
る
業
種
は
幅
が
広
く
、当
社
は

建
物
内
の
電
気
配
線
に
か
か
わ
る
全
部
を
設

計
か
ら
施
工
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
今
で
は
新
商
品
や
新
し
い
施
工
方
法
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、皆
様
も
お
気
づ
き
か

と
思
い
ま
す
が
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。よ
り
安
く
よ
り
良
い
商
品
を

ご
提
案
す
る
為
、
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。

創
業
者
は
﹁
人
々
を
明
る
く
照
ら
し
、
明
る

い
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、夜
道
も
明
る
く
照

ら
し
導
く
﹂
と
の
想
い
か
ら
始
め
て
お
り
ま

す
。震
災
当
時
も
停
電
に
よ
り
月
明
か
り
と
ロ

ー
ソ
ク
だ
け
の
不
安
な
夜
を
一
日
で
も
早
く

終
わ
ら
せ
る
為
に
避
難
所
の
電
気
復
旧
や
街

路
灯
の
復
旧
に
尽
力
し
ま
し
た
。電
気
が
点
灯

し
た
時
の
ホ
ッ
と
し
た
顔
が
今
で
も
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

創
業
者
の
想
い
を
胸
に
地
域
復
興
の
為
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
回
は
﹁
か
ま
ぼ
こ
﹂
で
元
気
と
勇
気
を
与

え
る
︵
株
︶
佐
々
直
の
取
締
役
企
画
開
発
本
部

長
佐
々
木
悠
輔
様
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

名
取
市

大
和
電
気
㈱

専
務
取
締
役

相
澤
光
輝

街
の
基
盤
が
整
っ
た﹁
あ
す
と
長
町
﹂

仙
台
の
南
の
拠
点
と
し
て
、
目
覚
ま
し
い
変
貌
を
遂
げ
る
﹁
あ
す
と
長
町
﹂
。
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
は
、
都
市
再
生
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
平
成
五
年
か
ら
﹁
あ
す
と
長

町
土
地
区
画
整
理
事
業
﹂
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
基
盤
整
備
工
事
が
完
了

し
、
五
月
十
一
日
に
事
業
竣
工
式
を
終
え
た
東
日
本
都
市
再
生
本
部
仙
台
都
市
再
生
事

務
所
の
齋
藤
健
治
所
長
に
、
壮
大
な
事
業
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
﹁
あ
す
と
長
町
﹂
誕
生
の
経
緯
は
？

旧
国
鉄
時
代
、長
町
の
貨
物
ヤ
ー
ド
が
宮
城
野
に
移

転
し
、長
町
駅
東
部
に
数
十
㌶
の
大
空
閑
地
が
で
き
た

こ
と
が
契
機
で
し
た
。

宮
城
県
と
仙
台
市
は
、貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地
を
含
む

Ｊ
Ｒ
長
町
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、昭
和
58
年

度
か
ら
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。平
成
７
年
に﹁
仙
台

市
長
町
副
都
心
土
地
区
画
整
理
事
業
﹂と
し
て
都
市

計
画
が
決
定
、土
地
区
画
整
理
を
住
宅・都
市
整
備
公

団︵
現
在
の
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
︶が
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

構
想
か
ら
30
年
、数
度
の
計
画
変
更
や
震
災
を
経

て
、よ
う
や
く
街
の
基
盤
が
整
い
ま
す
。ち
な
み
に
、公

募
で
決
ま
っ
た
地
区
名﹁
あ
す
と
長
町
﹂の
由
来
は
、

﹁
明
日
﹂と﹁
Ｕ
Ｓ︵
私
た
ち
︶﹂に﹁
と︵
都
︶﹂を
結
び
付

け
、﹁
未
来
の
私
た
ち
の
街・長
町
﹂と
い
う
意
味
で
す
。

Ｑ
．
事
業
の
規
模
は
？

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
、あ
す
と
長
町
大
通
り
線︵
国
道
４

号
線
︶を
軸
に
、南
北
約
２・３
㌔
㍍
に
細
長
く
続
く
地

区
の
総
面
積
は
、約
82
㌶
。総
事
業
費
は
約
１
１
２
８

億
円
で
す
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
は
、﹁
横
浜
み
な
と
み
ら
い
21
﹂

﹁
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
﹂﹁
さ
い
た
ま
新
都
心
﹂な
ど
、

全
国
で
都
市
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、﹁
あ
す
と
長

町
﹂は
横
浜
に
次
ぐ
大
規
模
な
事
業
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
ま
で
の
主
な
事
業
は
？

ま
ず
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
を
高
架
化
し
、東
西
に
分
断

さ
れ
て
い
た
市
街
地
を
一体
化
し
ま
し
た
。平
成
18
年

の
高
架
化
完
成

と
共
に
、新
し
い

長
町
駅
が
移

転・開
業
、翌
年

に
は
太
子
堂
駅

が
誕
生
し
ま
し

た
。ま
た
仙
台

市
営
地
下
鉄
、

長
町
一
丁
目
駅

か
ら
新
仙
台
市

立
病
院
へ
の
利

便
性
を
向
上
す

る
工
事
は
仙
台

市
に
よ
り
今
も

進
行
中
で
す
。

一方
、都
市
計

画
道
路
は
、南

北
に
走
る
あ
す

と
長
町
大
通
り
線
、東
西
方
向
の
長
町
八
木
山
線
、郡

山
折
立
線
を
整
備
。シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
あ
す
と
長
町

大
通
り
線︵
幅
員
40
～
50
㍍
︶が
開
通
し
た
平
成
19
年

に
は
、﹁
街
び
ら
き
式
典
﹂を
行
い
ま
し
た
。

保
留
地
は
77・９
％
を
販
売︵
４
月
末
現
在
︶。残
る

３・６
㌶
を
継
続
販
売
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
施
設
、
店
舗
の
出
店
状
況
は
？

新
仙
台
市
立
病
院︵
平
成
26
年
度
開
院
予
定
︶周
辺

は
、多
目
的
ア
リ
ー
ナ
、ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
、飲
食
店
、

ク
リ
ニッ
ク
モ
ー
ル
、保
育
所
ビ
ル
、老
健
福
祉
施
設
な

ど
が
建
ち︵
一
部
建
設
中
︶、幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
が

多
様
な
目
的
で
集
う
場
に
な
って
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
長
町
駅
か
ら
太
子
堂
駅
に
か
け
て
は
、シ
ョッ

ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
を
始
め
と
す
る
大
型
商
業
施
設
が
充

実
。分
譲
マ
ン
シ
ョン
の
建
設
も
始
ま
って
い
ま
す
。

Ｑ
．
地
元
の
商
店
街
や
住
民
と
の
関
係
は
？

郊
外
に
大
型
店
が
進
出
し
、中
心
商
店
街
が
空
洞

化
す
る
例
は
あ
り
ま
す
が
、幸
い
こ
こ
は
既
存
の
商
店

街
と
の
距
離
が
遠
く
あ
り
ま
せ
ん
。大
型
店
も
地
元

商
店
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
れ

ば
、長
町
全
体
が
元
気
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、公
園﹁
杜
の
広
場
﹂は
、地
元
で
の
意
見
交
換

を
計
画
に
反
映
し
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
で
き
る
場

に
な
り
ま
し
た
。﹁
長
町
地
区
の
共
有
空
間
﹂と
し
て
、

よ
り
地
域
に
親
し
ま
れ
る
公
園
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

Ｑ
．
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
ッ
ト
ー
は
？

事
業
の
幅
が
広
く
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
と
接
す

る
の
で
、誤
解
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
よ
う
、﹁
コ
ミュニ

ケ
ー
シ
ョン
﹂を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。土
地
や
権
利
を

扱
う
仕
事
で
す
が
、最
後
は
人
対
人
で
す
か
ら
。

職
場
で
も
、気
を
付
け
て
い
る
の
は﹁
や
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
と
、迷
って
い
る
こ
と
を
話
せ
て
い
る
か
﹂。何
事

も一人
で
抱
え
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

︵
取
材
日
　
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
︶

独立行政法人 都市再生機構（UR都市機構）　
東日本都市再生本部 仙台都市再生事務所

所長　齋藤健治氏

全
国
有
数
の
大
規
模
都
市
再
生
事
業
を
振
り
返
る

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
　
東
日
本
都
市
再
生
本
部

仙
台
都
市
再
生
事
務
所

仙
台
市
太
白
区
長
町
五
︱
二
︱
三
十
八

℡
０
２
２︵
７
４
８
︶１
０
６
０
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会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は

閖
上
で
生
ま
れ
育
ち
、閖
上
で
商
売
を
始
め

て
三
十
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。損
害
保
険
の
代

理
店
﹁
閖
上
加
藤
﹂
と
申
し
ま
す
。
祖
父
の
代

か
ら
家
業
と
し
て
、運
送
会
社
を
経
営
し
て
い

た
関
係
で
こ
の
仕
事
を
始
め
た
わ
け
で
す
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、閖
上
の

自
宅
、事
務
所
全
て
土
台
だ
け
残
し
て
流
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。大
変
つ
ら
い
思
い
も
し
ま

し
た
が
、昨
年
の
二
月
に
、仮
設
店
舗
商
店﹁
閖

上
さ
い
か
い
市
場
﹂
が
オ
ー
プ
ン
し
、
私
共
も

二
階
に
事
務
所
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
共
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

閖
上
で
は
、地
域
に
密
着
し
な
が
ら
仕
事
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
通

り
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
、少
し
で
も
恩
返

し
が
出
来
る
よ
う
、
又
、
感
謝
し
な
が
ら
、
仕

事
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。商

品
と
し
て
は
、
損
害
保
険
、
生
命
保
険
、
ペ
ッ

ト
保
険
を
取
り
扱
っ
て
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
様

方
、お
気
楽
に
お
茶
飲
み
に
遊
び
に
来
て
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
閖
上
ト
ラ
ッ
ク
︵
株
︶
代
表
取
締
役

針
生
美
千
子
様
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

名
取
市

㈲
閖
上
加
藤

代
表
取
締
役

加
藤
美
枝
子

会
員
の

皆
様
こ
ん

に
ち
は
！

当
社
は

給
排
水
給

湯
衛
生
浄

化
槽
工
事

を
中
心
に

営
業
し
て
お
り
ま
す
。

父
が
名
取
市
本
郷
の
出
身
と
い
う
ご
縁
で

名
取
が
丘
に︵
株
︶北
栄
工
業
所
名
取
支
店
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ

た
現
社
長
は
、
父
の
病
気
が
き
っ
か
け
で
こ

の
道
に
入
り
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
の
素
人
で

し
た
。
当
時
は
規
制
の
大
変
厳
し
い
時
代
で

公
認
を
得
る
為
に
何
度
も
役
所
へ
通
い
大
変

な
苦
労
を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
分
公
認
が

下
り
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
後
、
規
制
緩
和
に
な
り
仙
台
市
、
岩
沼
市
、

亘
理
町
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

六
年
後
に
現
在
の
場
所
に
移
転
。
支
店
と

い
う
形
で
は
思
う
様
に
仕
事
が
出
来
ず
、
行

き
詰
り
を
感
じ
、
独
立
を
決
断
し
昭
和
五
十

九
年
十
二
月
十
八
日
に︵
株
︶大
湧
工
業
を
設

立
し
ま
し
た
。
同
時
に
建
設
業
の
許
可
も
手

引
書
を
見
な
が
ら
申
請
、
よ
う
や
く
指
定
を

取
得
す
る
事
に
漕
ぎ
着
け
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
頃
が
一
番
楽
し
く
思
い
出
深
い
時

期
で
し
た
。
よ
く
夜
中
ま
で
働
き
ま
し
た
ね
。

仕
事
の
量
も
増
え
手
狭
に
な
っ
た
事
務
所
を

別
の
場
所
へ
と
考
え
、
二
百
坪
の
土
地
を
購

入
す
る
も
、第
一
種
住
居
地
域
だ
っ
た
為
、事

務
所
倉
庫
を
建
て
ら
れ
ず
ガ
ッ
ク
リ
。
間
も

な
く
バ
ブ
ル
が
弾
け
仕
事
量
も
減
少
し
、
単

価
も
下
が
り
忍
耐
の
時
代
が
続
き
ま
し
た
。

私
も
四
十
代
に
入
っ
て
か
ら
父
の
看
病
が
あ

り
運
転
免
許
を
取
得
又
、
仕
事
に
関
す
る
資

格
を
毎
年
一
箇
づ
つ
受
験
し
五
種
類
に
な
り

ま
し
た
が
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。

︵
笑
︶時代

の
流
れ
で
増
改
築
が
多
く
な
り
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
の
リ
モ
デ
ル
店
会
に
加
盟
し
、
年
に
数

回
の
メ
ー
ル
便
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
の

声
を
お
聞
き
す
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
お
陰

様
で
、
お
客
様
も
徐
々
に
増
え
て
参
り
ま
し

た
。
未
曾
有
の
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
へ
の
メ
ー
ル
便
が
返
送
さ
れ
て
来

ま
す
と
、
そ
の
度
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

同
業
者
数
社
で
年
に
一
度
お
客
様
感
謝
デ

ー
を
設
け
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ご
好
評
を
得
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

当
社
と
し
て
は
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
質
の
高
い
仕
事
を
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
従
業
員
に
支
え
ら
れ
て
や
っ

て
来
る
事
が
出
来
ま
し
た
。雨
の
日
も
、風
の

強
い
日
も
、
雪
の
日
も
毎
日
頑
張
っ
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
従
業
員
に
感
謝
、
資
材
の
問

屋
さ
ん
に
感
謝
、
下
請
の
方
た
ち
に
も
感
謝
、

家
族
に
も
感
謝
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
修
理

で
も
お
伺
い
致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
切
磋

琢
磨
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
と

今
年
の
一
月
に
、
名
取
に
来
た
当
初
よ
り
お

世
話
に
な
り
何
か
と
気
に
掛
け
て
い
た
だ
い

た
大
切
な
方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
と

て
も
淋
し
い
気
持
ち
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
益
々
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
な
っ
て
行
く
事
と
思
い

ま

す

が
、
石

橋
を
叩

き
な
が

ら
も
、

お
客
様

と
の
永

い
お
付

き
合
い

を
心
掛

け
て
行

き
た
い

と
思
っ

て
お
り

ま
す
。

株
式
会
社
　
大
湧
工
業
　
専
務
取
締
役
　
大
泉
　
美
佐
子

︵
第
四
十
便
︶

さ
さ
え
ら
れ
て
二
人
三
脚

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便
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新
入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
実
践
講
座

四
月
十
日

︵
水
︶
仙
台
戦

災
復
興
記
念

館
会
議
室
に

お
い
て
仙
台

三
法
人
会
合

同
研
修
会﹁
新

入
社
員
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー

実
践
講
座
﹂が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。当
日
は

多
数
ご
参
加

の
も
と
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
マ
ナ
ー

等
、
即
戦
力
と
し
て
す
ぐ
使
え
る
知
識
を
研

修
い
た
し
ま
し
た
。

新
設
法
人
説
明
会

四
月
十
一

日
︵
木
︶
太
白

区
中
央
市
民

セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
平
成

二
十
四
年
四

月
以
降
法
人

設
立
さ
れ
た

方
を
対
象
と

し
て﹁
新
設
法

人
説
明
会
﹂が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。当
日
は

多
数
ご
参
加

の
も
と
仙
台
南
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
適
正
な
申
告
と
納

税
の
為
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
第
一
回
目
の
広
報
委
員

会
が
五
月
十
三
日
南
法
人
会
会
議
室
で
行
わ

れ
、
二
年
間
広
報
委
員
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。
役
割
と
し
て
機
関
誌
発
行
で

昭
和
四
十
七
年
よ
り
二
八
六
回
。
当
初
は
Ｂ

５
版
そ
の
後
Ａ
４
版
に
な
り
活
字
も
見
や
す

い
よ
う
に
大
き
く
な
り
時
代
の
流
れ
と
共
に

変
化
し
、
ま
た
法
人
会
も
発
足
当
初
は
任
意

団
体
仙
台
南
税
務
研
究
会
で
あ
っ
た
が
そ
の

後
、仙
台
南
法
人
会
と
な
り
社
団
化
し
、平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
公
益
社
団
法
人
と
な
り

ま
し
た
。
広
報
誌
を
企
業
や
一
般
の
皆
様
に

も
ご
講
読
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
梶
原
功
︶

発
行
所
　
　
公
益
社
団
法
人
仙
台
南
法
人
会

〠
982‑0014
仙
台
市
太
白
区
大
野
田
二
丁
目
一
番
四
八
号

レ
ジ
デ
ン
ス
王
ノ
壇
二
〇
二
号

☎
〇
二
二
︱
二
四
六
︱
三
六
一
四

FAX
〇
二
二
︱
二
四
六
︱
四
五
二
〇

E-m
ail:info@
m
inam
iho.com

発
行
人
　
　
会
　
長
　
梶
　
原
　
　
　
功

編
　
集
　
　
広
　
報
　
委
　
員
　
会

当
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美
名
実
﹂

な
ど
発
送
時
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
折
込
広
告
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。︵
但
し
、
広
告
内
容
に
よ
っ
て
は
ご

要
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。︶

規
格
は
Ａ
四
版
。

一
枚
に
つ
き
二
十
円
︵
手
数
料
込
︶

︵
広
報
委
員
会
︶

広
告
募
集
中

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

せんだい美名実
第 287号

社
会
貢
献
事
業

仙
台
太
白
支
部

で
は
、社
会
貢
献
事

業
の
一
環
と
し
て

五
月
十
八
日
︵
土
︶

Ｊ
Ｒ
南
仙
台
駅
周

辺
﹂の
地
域
清
掃
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
早
朝

か
ら
沢
山
の
方
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
七
月
二
十
日

︵
土
︶﹁
あ
す
と
長
町
周
辺
﹂

の
清
掃
を
行
い
ま
す
。
是

非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

間
違
え
や
す
い
会
計
処
理
パ
ー
ト
２

五
月
二
十
四
日︵
金
︶太
白
区
中
央
市
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
﹁
間
違
え
や
す
い
会
計
処

理
パ
ー
ト
２
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は

二
十
二
名
の
参
加
の
も
と
、
講
師
に
仙
台
南

税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査

官
高
橋
勇
氏
を
お
招
き
し
、前
回
、研
修
し
き

れ
な
か
っ
た
会
計
処
理
の
部
分
と
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
法
人
説
明
会

五
月
十
日

︵
金
︶太
白
区
富

沢
市
民
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て

三
・
四
・
五
・

六
月
に
申
告
期

限
を
迎
え
る
法

人
を
対
象
に

﹁
決
算
法
人
説

明
会
﹂
を
行
い

ま
し
た
。
説
明

会
で
は
申
告
書

を
作
成
す
る
上

で
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎
的
な
知
識
を
中
心

に
研
修
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
・

非
会
員
の
方
も
含
め
沢
山
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

経
理
の
実
務
手
ほ
ど
き
講
座

五
月
二
十
一
日︵
火
︶仙
台
戦
災
復
興
記
念

館
会
議
室
に
お
い
て
﹁
経
理
の
実
務
手
ほ
ど

き
講
座
﹂
の
一
日
経
理
初
級
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
会
計
に
必

要
な
簿
記
の
知

識
と
技
能
を
わ

か
り
や
す
い
説

明
が
あ
り
、多
数

参
加
の
も
と
受

講
者
か
ら
は
是

非
と
も
中
級
の

受
講
を
し
た
い

と
希
望
が
で
る

ほ
ど
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Photo
活　動

レポート

研
修
会


